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ヴァン⑧ベンメレンの生涯と業績

鈴木尉元(燃料都)

奡獵浯瑯���

造構運動論の世界に大きな足跡を残したオランダの地

質学者ヴァン･ベンメレソは1983年11月19日腸癌の

為亡くたった･彼はその著書“Geo1ogyofIndonesia"

によって近年とくに活発になったインドネシアやフィ

リピンの調査研究において多くの日本の地球科学者が

その恩恵をこうむっている人である.またヴァ1■･

ベソメレソをはじめウムフロｰフェ1)キュｰネソ2)ヴェ

ニング･マイネス3)だとのオランダ学派の地質学者や地

球物理学者の考え方は彼らの著書を通じて第2次大戦

後一世を風廃した感があった･それらは東南アジア

の島弧を中心に展開されたものだげにとくに我々日本

の地球科学者に強烈た印象を与えた.ヴァン･ベソメ

レンの死はこのようたオランダ学派の終焉を告げるも

のであるように思われる.そこでこの機会に彼の生涯

をふり返りその地球科学的な業績の意味について考え

てみたい.

図1ヴァン･ベソメレソ教授(1904～1983)

生涯

ヴァン･ベソメレソは1904年4月14目当時のオラ

ンダ領東インド諸島のバタビア現在のインドネシア領

ジァワ島ジァカルタに生まれた.父はウィレム･ヴァ

ン･ベンメレン博士で地磁気･気象･地震観測所長で

あった.中等教育まではインドネシアで受けた.8

歳の時父に連れられてバンド1■郊外のプラホエ火山に

登頂し将来火山学者にたることを決意したという･

1920年大学教育を受けるためにオランダのハｰレム

にもどった.そして次の年に有名な地質学者H.

A.ブラウワｰとG.A.モｰレングラｰフの指導を受

けている･1927年には鉱山技師の資格を律学位をも

取得した･学位論文でとりあげた地域はスペインの

ベティック･コルディレラの中央部であった｡その後

著名な火山学者アルフレｰト･リットマソのナポリの研

究所で.火山研究に従事した.

その後オランダ領東インド諸島に戻り地質学者･鉱

山技師としてスマトラジャワの地質図づくりに従事し

た.1934年から!935年にかけてヨｰロッパに戻りウ

イｰソ工科大学のカｰル･テルツァギ教授の下で土質力

学を勉強した･1940年には東インド諸島火山観測所長

となり第2次世界大戦まで活発な野外地質調査に従

事し多くの地質図火山のテクトニクスマグマ･火

山砕層岩の起源構造地質の論文を出版した･地質図

としてはジャワとスマトラの10万分の16葉が彼の

手にたった.これらは後年の“Geo1ogyofIndo･

1)J.H.F.UMGRo佃Geo]ogica1historyoftheEastIndies(1938),Thepu1seoftheearth(1948),Symphonyofthe

earth(1950)の著者,インドネシアの地史を総括島弧を一重弧二重弧に区分マントルにまで及ぶ島弧の造構論を一般化して

地球の造構運動論を新たに展開.

2)PH.H.KUE蝸N海洋地質学の古典MarineGeO10gy(1950)の著者.深海底の粗粒堆積物の運搬機構に関する乱泥流説の提口昌

者としてまたマントル対流による地向斜･造山帯形成の先駆的実験(1936)によって知られる.

3)F.A.V酬ING-MEエNsz潜水艦に積載して測憲する重力計を開発しインドネシア列島で海洋重力測定(1923～)海溝に沿

う大きな負の重力以上帯を発見.この帯は後にVENエNG-M剛NEsz帯とよばれる.対流説による解釈Themechanismof

mountainfomationingeosync1ina1be1ts(1933)を発表.
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neSia"の基礎となった.

彼は1930年にルシｰ･ヴァン･デン

ボスと結婚し1932年には息子ノウトを

得ている.

彼の幸福な家庭生活も太平洋戦争の

勃発とともに終止符を打たれ1942年か

ら1945年まで日本の収容所に入れられ

た.奥さんと息子さんは一般市民用の

別の収容所であった.太平洋戦争終了

とともに釈放されたが破壊されたジャ

ワのあちこちを妻と息子を捜しに歩きま

わったという.さらに第2次大戦終

了とともに始まったインドネシア独立戦

争にまきこまれた.しかし1946年家

族とともに無事オラ:■ダに引き上げるこ

とができた.

オランダに引き上げてからはオラン

ダ政府の命によるインドネシアの一般

地質･応用地質のまとめの仕事に取り組

んだ､この仕事は1949年に終り大

冊“Geo1ogyofIndonesia"全3巻と

して出版された.これはもともとド

イツ語の原稿があったが第2次大戦中

に失われそれを書き直したものでこ

の著書の成立はヴァン･ベソメレソの献

身的なまた粘り強い性格を非常によく

示しているといわれている.

1949年ユトレヒト大学のドルｰスタ

ｰ教授の下で研究員(researchass㏄iate)
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図4Geo1ogyofIndonesia

とたるが翌年教授の死とともにその職を辞しハｰグ

のBataafsaPetro1eumMaatschappijのコンサルタ

ントにたった.しかしすぐに大学基金によってユト

レヒト大学応用地質学の教授に任命された.Lかし普

通の教授になるのは1961年で1965年の引退までその位

置にあった.

この間1950年夏にはユトレヒト大学の同僚M.ラッ

テソとともにアイスラ1■ドの調査を行った.ヴァン･

ベンメレンの主な関心は火山と火山のテクトニクスで

あった.この結果は共著“Tab1emountainsofNort-

hemIce1and"として結実した.

1954年には彼の造構運動論を展開しインドネシア

諸島の造構運動を解釈した“Mountainbui1ding"を出

版した.

1959年一人息子のノウトをオｰストリアのフォラ

ｰルベルク登撃事故で失った.彼はアムステルダム大

学経済学部を卒業したばかりであった.

1965年現役を退いた後も精力的た研究をつづけ1972

年68歳にたった彼はエルゼヴィア出版社から“Geo-

dynamicmode1s"を出版した･これはグロｰバル

･テクトニクスプレｰト･テクニクスをも消化した彼

のこれまでの仕事の総決算であり彼の最後の著作とな

った･これらを含めて彼は生涯に単行本4冊論文

200編以上を書いた.

彼の指導で学位をとった人は14名そのうち7名が応

用地質7名がオｰストリアとイタリアの南アルプスの

構造解析をテｰマとしたものであった1

彼は1964年ブラッセル自由大学の名誉メダル1968

年チェコスロヴァキア科学アカデミｰのメダル1970

年オランダ王立地質鉱山学会のウォｰタｰ･ヴァン･

デア･グラハト･メダル1977年ロンドン地質学会の

ウォラストン･メダルを授与された.またウィｰン

地質学会の通信会員イタリア科学アカデミｰ外国会員

ウプサラ大学の名誉博士に任命された.

1973年の時点でのまとめでは彼の180編の論文中火

山に関するもの24編構造に関するもの(波動説も含めて)

62編インドネシアの地域地質に関するもの8編アル

プスの構造に関するもの8編岩石学的た問題に関する

もの35編応用地質に関するもの10編その他様々た主

題に関するもの18編である.

造構運動論

ヴァン･ベンメレンの造構運動論は波動運動説(un-

dationtheory)と呼ばれる･この考えは造構運動の

基本がマソドノレにおける地球化学的分化作用にあるとす

る考えである.この分化作用によってマントル内に

密度の欠きたものと小さたものが生じ様々た深さで物

質の垂直的な変動がおこる･その結果表層では上下

の波動運動を生じアイソスタツｰ平衡を乱す｡これ

が第一次の造構運動である.この波動運動は浅層で

の重力的地すべりや水平方向への拡張を引き起こすこと

によって力学的平衡をとりもどす.これが第2次の造

構運動である.

ヴァン･ベソメレソは若い時代にハｰルマソの“Die

Oszi11ationstheorie"を読んで大きな影響を受けたとい

う･この振動説は造構運動の基本は垂直運動であり

摺曲や断層の形成などはそれに伴う二次的なものであ

ると考える･したがってヴァン･ベソメレソはハｰ

地質ニュｰス395号�
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ルマンの考えの基本を忠実に受けついでいるわけであ

る.しかしハｰルマソは垂直運動が全地球的現象で

あることからその原因を宇宙的たものに求めている点

でベソメレソと異なっている･たお地殻下に流動を

考えるハｰルマソと同様の考えはすでにアンプフェラ

ｰ(1906)によって提出されている.このようにアン

プフェラｰの考えがバｰルマソヴァン･ベソメレソ

に受け継がれ発展させられていくのである.

ヴァン･ベソメレソは深発地震のような深部の現象

は造山運動のようだ幅の狭い現象に関係を持つもので

はたく造陸運動のようだ広域現象に関係を持つだろう

と“Mountainbui1ding"の中で述べている.この時点

ではただそのような予想を述べたにすぎたかったが

“Geodynamicmodels"では日本付近の深発地震活動

をモンゴリア大波動運動と彼がよんだ数千～1万㎞

にも及ぶ大隆起運動の前縁の衝上運動によるものと解釈

した.

従来造構運動は造山運動と造陸運動あるいは造山

運動テクトゲネｰゼ造陸運動に区分されていた.

しかし造陸運造の性格についてはあまり明瞭ではたか

った.ヴァン･ベソメレソは造構運動をその水平的

た広がりに基づいて最大1万㎞にも及ぶメガアソデｰ

ション1,000㎞のジェオアソデｰション100㎞のメ

ソアソデｰション10㎞マイナｰアソデｰション1

㎞オｰダｰのロｰカルアソデｰションに区分しもっ

とも欠きたメガアンデｰションではその運動は下部マ

ントルに由来するとした･この見解はたいへんに先駆

的なもので近年次第に上部マントルから下部マソドノレ

の地域性が問題にされその実態が明らかにされてくる

段階で新たに評価されるものと考える1

ヴァン･ベソメレソは波動説を提唱しただげでたく

大陸の海洋化作用(OCeaniZation)やヂェオノミｰといっ

た概念を提唱している.両者とも“Mountainbui1d-

ing"においてでソ連のベロｰソフも同じ言葉を提案

しているがそれよりもかなり早い時期にすでに提出して

いることが注目される･ヂェオノミｰは将来の地球

科学は地質学だけでたく地球物理学･地球化学をも総

合した新しい体系であるべきでそのようた新しい体系

の学問を呼ぶものとして提案されたものである･ヴァ

ン･ベソメレソ自身“Geo1ogyofIndonesia"におい

て重力や地磁気についてかたりのぺ一ジ数をさいて記述

し地球内部の運動過程の検討に積極的に活用している

点で地球科学の新しい体系化の努力を自身行ってい

る.その点でたいへん説得力のあるものになってい

る.

図5MountainBui1ding

個人的な思い曲

筆者は1969年ヴァン･ベソメレソのもとで勉強した

いと考え紹介状を書いてもらうために恩師久野久

先生をおたずねした｡有名た火山地質学者であった久

野先生は同じ分野の研究者でもあったヴァン･べ1■メ

レソをよくご存じとのことでおたずねしたわげである.

この時先生はお体の調子が良くたいので自宅の方に

くるようにとのことであった.小生の話しをお聞きい

ただいたあと推薦状を書きましょうと言われご自分

でタイプをたたいてヴァン･ベソメレ:■宛に送っていた

だいた｡その折ヴァン･ベソメレソはヨｰロッバで

はたいへんに尊敬されている学者であり彼のもとで研

究できるとよいねとおっしゃっておられた.

10日程するとヴァン･ベソメレソから手書きの航空

便が届いた.それには私はすでに現役を引退してい

て指導はできない･もしオラソダヘくることを希望す

るたら私の弟子のアムステルダム大学ド･ボｰイの所へ

行ったらどうか自分からも話しておくからとのこと

であった.この手紙には日本からの手紙が非常に早

く着くのでおどろいたとも書いてあった.手紙の文

面からも親切た心遣いが感じられた.

その後間も無く久野先生は亡くなられ私がおたずね

したときにはすでに不治の病に侵されそのようた中で

の先生自筆の推薦状であったことを知り申し分け訳だ

い思いがした.結局ヴァン･ベソメレソの所へは行け

なかったが両先生の若いものへの暖かい心遣いを良

1987年7月号�
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い思い出として持つことができたことをたいへん幸せ

に思ったものであった.

ヴァン･ベンメレンの主な業績

���牡来瑯瑤敧�汯��敲�瑩獣����楮

�偲�楮捩敇牡����晴�������

H.A.ブラウアｰの指導のもとにオランダのデルフト

工科大学鉱山学部に提出された博士論文1927年･

㈮���瑩���物�������獣�����

摩�����㈴㈮

波動説とその西インド諸島への適用1932年.

㌮�����湧�牕�慴楯���物�畦��

������楮�������渮����

��捨�������������

地中海山系において一次の垂直運動と二次の水平運動

を区分した1933年.

�周敵�慴楯����晴��癥���瑯晴�

�牴�獣��������������湧�

坡獨楮�潮��������㈮

波動説を手に入りやすい出版物に発表した最初のもの

1933年｡

��湂�獰��������歴����畦�癡�

�����捨慵��������

インドネシアの一火山の崩壊1934年.

�周教��湯�散瑯��物�湯晌慫�潢愨��

rthSumatra):DeIng.Ned.Indie,∀.6p.126-

��

トバ湖が火山構造性沈降の典型であること1939年.

�周敧���潦�摯��������敲���

1ogy(732p､):vo1.IB,Portfo1io:vo1.IIEconomic

�漱��㈶�����杵攬却�瑳�畫步物�

MartinusNijho丘.

インドネシアの地質のモノグラフ1949年.1970年再

版.

����楮��摩湧���杵攬�牴楮畳���

潦����

波動説とそのインドネシアの地質への適用を議論

1954年.

��������潦�牴��捥�����測

���㈱��

M.G.ラッテソと共著1955年｡

iO.N.w.i.w｡｡｡E｡｡･一Alpi｡｡｡｡｡g｡｡｡｡i｡:R.p.

㈱��������湧����慧������

���

大圧縮性ナップは地殻の拡張の結果である.1960

年｡

尉元

図6Geodynamicmode1s

11Thescienti丘｡characterofgeo1ogy:J.GeoI.,

����㌭�㌮

この主題に関するいくつかの論文のうち唯一の英語で

書かれたもの1961年｡

��潴散瑯�獣�却�歷敲步�楮敲敬慴�楴楳捨攀

�灯���敲�潴�瑯���楴琮�漱���

坩�������㌲�

構造地質学における相対主義の概念への入門1962

年.

13Ph6nomさnesg6odynamiques,註1'eche11edu

朱潢�朶潮潭����捨敵�����整敲���

(96otectonique)et身1'6chenede1'oro96nさsea1pi-

��散瑯�������来�漱������

��漱��洮�㈷�

総括論文･大陸移動は独得た二次現象であった･大波

動運動が一次的なもの･1964年･

�周����牡�癯�瑩潮潦����敲���

�漱�楪���������

ユトレヒト大学の地質学専攻の学生の野外調査結果を

まとめたもの1966年.

��歴潮楳捨�����敲佳琱楣�����渺

�漱���楪慮愬����㌭��

南東アルプスの構造に関する一連の議論の第4のも

の.1970年｡

���癯�慮楣�瑢����瑩�略��桵��

����������敲慰�周敲��捴��
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���捩�潮杲���牡�数琮�����

��

��潤��楣�潤��慮���瑩潮慮��渭

��楳���������爬㈶��

1964年から1970年に出版した波動論に関する5つの論

文に前書きと結論を入れたもの1972年･

���楮杦�捥���楴敲牡�慮������

rrheniantestcase):Geo1ogieenMijnbouw,∀.

�����㌮

ティレニア海に関する新しい資料を批判的に展望し

造山運動の原動力は活発たマントル･ダイアピリズム

であるとするモデルを提示1975年･

(この主な業績はK.A.DEJ0NGandR.Sc亘｡㎜EN(edit-

ors)(1973)Gravityandtectonicsによった)､

たおヴァン･ベソメレソの履歴はつぎの資料によ

った.

FoosE,R.M､(1973)ReinW.V.B㎜M肌EN-Anappre･

捩慴楯渮�杲慶楴���捴潮楣�摩�����

DEJ0NGandR,S㎝0LTEN,xxv-xxx,JohnWi1ey&
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vAND鵬LIND酬,W.J.M.(1984)Inmemoriamof

Prof.Dr.R.W.vANB㎜㎜LEN.Geo1ogieenMijn-
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一…一地学と切手

レニア国益公園切季

倮�

レニア火山はワシントン州西部カスケｰド山脈北部

の火山で標高4,395m山岳氷河に山頂部を覆われた

同山脈の最高峰である.比高約2,400mの成層火山で

山頂には直径1.25マイルの拡大された火口内に円錐丘が

ある.溶岩は時に撤櫨石･角閃石を含む輝万安山岩で

ある.

国立公園内には火山をとり巻いて多くの湖沼があり

観光地となっている､湖沼は山腹からの泥流と氷堆石

によって生成したものが多い.

火山の基盤は始新世から中新世までの火山岩を主とし

た地層とこれらを貫く花嵩閃緑岩である.漸新世の

OhanapecoshFormationはFISKらの研究によって

水中火砕が流記載された地層である.鮮新世はカスケｰ

ド山脈の隆起と削剥の時代だったらしく第四紀に入っ

てからレニア火山の生成が氷河と闘いながら始まる.レ

ニア火山が現在の規模に達したのは約75,000年前であり

15,OOO～25,OOO年前に氷河の毘模が最大になった.それ

は現在の国立公園全体を覆い南西に流れるユウリッツ

川へは火山から65マイル遠方に達した.

10,000年以前からの地史は東麓見られる火山灰から比

較的よく知られる.主に降下軽石堆積物で上位から

XWCYDLORの8層が知られこれ

らのうちWとY層は50マイル南西のSt.He1ens火山か

らのであり0層は約6,600年前のMt.Mazamaから

のものである.D層の時に山頂火口が出来その中に

円錐丘が出来たのは約2,O00年前と考えられている.

円錐丘の中には重なっている2つの火口があり火口周

辺の溶岩は暖かい所があり水蒸気が割れ目の中の氷を

溶かしている.1870年に始めて登った登山老はこの

割れ目で夜をすごしたがそれ以来登山者はしばしば夜

を明かしている.1843年にはレニア火山は噴火Lてい

たとの報告が初期のオレゴン地方の探検老Captain

JhonFREMONTによりたされまた18201846

18541858年にも噴火したとの報告があるがいずれも

はっきりしない.X層がこれらのどれかによるかも知れ

ないとも考えられる.

レニア火山のこれからは氷河と泥流によってさらに

浸蝕されるか噴火で再び威容をとりもどすか激しく

爆発してクレｰタｰレｰクのようにたるかその答は1

世紀たっても出たいかも知れないし明日にでも出るか

も知れない.

切手は1934年国立公園記念として発行された1O種のう

ちのひとつ､南西麓のミラｰ湖(海抜約1,800m)か

ら山頂を望んだところ.左手の尾根はリバティｰキャ

ップ.

一一一一一一地学と切手

1987年7月号�


